
ペルシャ湾

インド洋

大西洋

太平洋

北海

地中海

黒海

バ
ル
ト
海

大西洋

紅
海

オーストラリア

インド

中国

日本

台湾

韓国

フィリピン
ブルネイ

マレーシア

インドネシア

東ティモール

タイ

カンボジア

ラオス
ミャンマー

ブータン

バングラデシュ
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北朝鮮
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レバノン

パレスチナ
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フィジー
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バヌアツ
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イラン
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トルコ
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クウェート

オマーン

アラブ首長国連邦

イスラエル
ヨルダン

イエメン

カタールバーレーン

キプロス

ウズベキスタン

ルクセンブルク

アイスランド

アイルランド

アゼルバイジャン
アルメニア

アンドラ イタリア

ウクライナ

エストニア

オーストリア

オランダ

ギリシャ

コソボ ジョージア

スウェーデン

スイス

スペイン

スロバキア

セルビア

リベリア

チェコ

デンマーク

ドイツ

ノルウェー

ハンガリー

フィンランド

フランス
ブルガリア

ベラルーシ

ベルギー
ポーランド

ポルトガル

モルドバ

マルタ

ラトビア
リトアニア

ロシア

ルーマニア

イギリス

アルジェリア

マリ

モロッコ
チュニジア

エジプト

エチオピア

スーダンニジェール
チャド

中央アフリカ
南スーダン

ナイジェリア

コンゴ共和国
コンゴ
民主共和国

ナミビア

アンゴラ

ウガンダ

エスワティニ

リビア

モーリタニア

南アフリカ

ボツワナ

レソト

モザンビーク
マダガスカル

コモロ

モーリシャス

サントメ・プリンシペ

ガボン
赤道ギニア

ルワンダ

タンザニア

ケニア
ソマリア

エリトリア

ジブチ

セーシェル

ザンビア

ジンバブエ

マラウイ

カメルーンガーナ
トーゴ
ベナン

コートジボワール

ギニア

シエラレオネ

カーボベルデ

ガンビア
ギニアビサウ

セネガル

ブルキナファソ

ブルンジ

アメリカ合衆国

ベネズエラ

アルゼンチン

アンティグア・バーブーダ

ウルグアイ

エクアドル

エルサルバドル

ガイアナ

キューバ

グアテマラ

グレナダ
コスタリカ

コロンビア スリナム

プエルトリコ

チリ

ドミニカ国

ドミニカ共和国

トリニダード・トバゴ
ニカラグア

パナマ

ハイチ
ジャマイカ

バハマ

パラグアイ

バルバドス

ブラジルペルー

ボリビア

ホンジュラス

メキシコ

ベリーズ

仏領ギアナ

フォークランド（マルビナス）諸島

サウスジョージア島

西サハラ

ボスニア・ヘルツェゴビナ

グリーンランド

アメリカ合衆国

ベ
ト
ナ
ム

モーリシャス

この本
ほん

に出
で

てくる

国
くに

と地
ち

域
いき

この本
ほん

に出
で

てくる国
くに

と地
ち

域
いき

を紹
しょう

介
かい

します。地
ち

政
せい

学
がく

とエネルギーの関
かん

係
けい

を
知
し

るためにも、日
にっ

本
ぽん

とほかの国
くに

々
ぐに

との位
い

置
ち

関
かん

係
けい

を見
み

ておきましょう。

アフリカ
原
げん

油
ゆ

を産
さん

出
しゅつ

する国
くに

には、世
せ

界
かい

で15番
ばん

目
め

に産
さん

出
しゅつ

量
りょう

が多
おお

いナイジェリアを
筆
ひっ

頭
とう

にアルジェリア、アンゴラ、リビアがある。天
てん

然
ねん

ガスは、北
きた

アフリカの
アルジェリアからヨーロッパ諸

しょ

国
こく

へパイプラインで輸
ゆ

出
しゅつ

。再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネ
ルギーは、北

きた

アフリカやサブサハラで太
たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

が大
おお

いに期
き

待
たい

できる

インド
世
せ

界
かい

でもっとも多
おお

い14億
おく

人
にん

が住
す

ん
でいる。エネルギーを石

せき

炭
たん

と石
せき

油
ゆ

に
頼
たよ

っていて、C
シーオーツー

O2排
はい

出
しゅつ

量
りょう

は世
せ

界
かい

で
３番
ばん

目
め

。再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーのポテ
ンシャルは高

たか

く、中
ちゅう

国
ごく

よりも遅
おく

れて
2070年

ねん

にカーボンニュートラルを実
じつ

現
げん

する計
けい

画
かく

オーストラリア
化
か

石
せき

燃
ねん

料
りょう

だけではなく、再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーの水
すい

素
そ

など、さまざ
まな資

し

源
げん

が豊
ほう

富
ふ

日
にっ

本
ぽん

エネルギーのほとんどを他
ほか

の国
くに

から輸
ゆ

入
にゅう

する。再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネル
ギーと原

げん

子
し

力
りょく

発
はつ

電
でん

でエネルギー
自
じ

給
きゅう

率
りつ

を上
あ

げようとしている

イギリス
ヨーロッパにありながらE

イー

U
ユー

に属
ぞく

さな
い国
くに

。北
ほっ

海
かい

の油
ゆ

田
でん

を開
かい

発
はつ

して原
げん

油
ゆ

を生
せい

産
さん

していたが、量
りょう

が減
へ

ってきた

フランス
原
げん

子
し

力
りょく

発
はつ

電
でん

が中
ちゅう

心
しん

で、今
こん

後
ご

、
再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーを増
ふ

やし
ていこうとしている

ドイツ
原
げん

子
し

力
りょく

での発
はつ

電
でん

をやめ、石
せき

炭
たん

火
か

力
りょく

発
はつ

電
でん

も2030年
ねん

に廃
はい

止
し

。北
ほく

部
ぶ

の海
かい

岸
がん

線
せん

にある風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

を中
ちゅう

心
しん

に再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーの導
どう

入
にゅう

が進
すす

んでいる

アメリカ
石
せき

油
ゆ

や天
てん

然
ねん

ガス、再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネ
ルギーが十

じゅう

分
ぶん

にあり、世
せ

界
かい

一
いち

の
新
あたら

しい技
ぎ

術
じゅつ

をほこる。世
さ

界
かい

中
じゅう

に
軍
ぐん

事
じ

基
き

地
ち

をおく

ウクライナウクライナ
ロシアのロシアの軍軍

ぐんぐん

事事
じじ

侵侵
しんしん

攻攻
こうこう

にに対対
たいたい

してして抵抵
ていてい

抗
こう

をし

てきた。てきた。NN
ナ ト ーナ ト ー

ATOATOややEE
イーユーイーユー

UUにはまだにはまだ入
はい

って

いないいない

スペイン
太
たい

陽
よう

熱
ねつ

発
はつ

電
でん

と風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

の導
どう

入
にゅう

を早
はや

くから進
すす

めてきた。天
てん

然
ねん

ガス
は、パイプラインや、アメリカから
L
エル

N
エヌ

G
ジー

として輸
ゆ

入
にゅう

イタリア
エネルギー資

し

源
げん

に乏
とぼ

しく、80%を
海
かい

外
がい

から輸
ゆ

入
にゅう

している。石
せき

炭
たん

火
か

力
りょく

と原
げん

子
し

力
りょく

を廃
はい

止
し

し、太
たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

を中
ちゅう

心
しん

にしようとしている

ノルウェー
北
ほっ

海
かい

で天
てん

然
ねん

ガスを生
せい

産
さん

して
ヨーロッパ各

かっ

国
こく

に輸
ゆ

出
しゅつ

して
いる。一

いっ

方
ぽう

で、国
こく

内
ない

の電
でん

力
りょく

は、ほとんどが水
すい

力
りょく

発
はつ

電
でん

ロシア
日
にっ

本
ぽん

の45倍
ばい

の世
せ

界
かい

でもっと
も広
ひろ

い国
くに

。原
げん

油
ゆ

だけではなく
天
てん

然
ねん

ガスも豊
ほう

富
ふ

中
ちゅう

東
とう

東
ひがし

はアフガニスタン、西
にし

はトルコ、その
間
もん

に広
ひろ

がる15カ国
こく

からなる国
くに

々
ぐに

を指
さ

す。サウジアラビア、イラン、イラク、ク
ウェート、U

ユー

A
エー

E
イー

には原
げん

油
ゆ

が豊
ほう

富
ふ

にあり、
世
せ

界
かい

で有
ゆう

数
すう

の生
せい

産
さん

量
りょう

を誇
ほこ

っている

東
とう

南
なん

アジア
経
けい

済
ざい

が大
おお

きく成
せい

長
ちょう

している国
くに

々
ぐに

が多
おお

い。原
げん

油
ゆ

や
天
てん

然
ねん

ガスは、東
とう

南
なん

アジア各
かっ

国
こく

で生
せい

産
さん

され、使
つか

う
分
ぶん

が増
ふ

えるも、天
てん

然
ねん

ガスをL
エル

N
エヌ

G
ジー

として輸
ゆ

出
しゅつ

する
国
くに

がある。石
せき

炭
たん

は、インドネシアで多
おお

く生
せい

産
さん

し、日
にっ

本
ぽん

はオーストラリアに次
つ

いで２番
ばん

目
め

の量
りょう

を輸
ゆ

入
にゅう

している

中
ちゅう

国
ごく

経
けい

済
ざい

大
たい

国
こく

、軍
ぐん

事
じ

大
たい

国
こく

、それ
に、再

さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーの
機
き

器
き

をつくる産
さん

業
ぎょう

やそのた
めの材

ざい

料
りょう

供
きょう

給
きゅう

は世
せ

界
かい

一
いち

モンゴル

ロシア

カザフスタン

キルギス

抗抗
こう

をしをしをし

ってって

フィリピンフィリピンフィリピン

スリランカスリランカ
モルディブ

イエメンイエメンイエメン

セーシェル

中央アフリカ

ナイジェリアナイジェリア

コンゴ共和国コンゴ共和国コンゴ共和国

ナミビア

アンゴラ

ガボン
赤道ギニア赤道ギニア赤道ギニア赤道ギニア

カメルーン

スペインスペイン

リベリアリベリアリベリア

ポルトガルポルトガルポルトガル

アルジェリア

マリ

モロッコ
チュニジアチュニジアチュニジアチュニジアチュニジア

ニジェール

ナイジェリアナイジェリア

モーリタニア

サントメ・プリンシペ

ベナンベナンベナン

コートジボワールコートジボワールコートジボワールコートジボワールコートジボワールコートジボワール

ギニアギニアギニア

シエラレオネシエラレオネシエラレオネシエラレオネ

ガンビアガンビアガンビアガンビア
ギニアビサウギニアビサウギニアビサウギニアビサウギニアビサウ

セネガルセネガルセネガルセネガル

ブルキナファソブルキナファソブルキナファソブルキナファソ

西サハラ西サハラ西サハラ西サハラ西サハラ導
どう

入
にゅう

ガス
は、パイプラインや、アメリカから

ナイジェリア

サントメ・プリンシペ
赤道ギニア赤道ギニア赤道ギニア赤道ギニア赤道ギニア赤道ギニア赤道ギニア

カメルーンカメルーンガーナ
トーゴトーゴトーゴトーゴトーゴコートジボワールコートジボワールコートジボワール

北海

アイルランドアイルランド オランダオランダ

デンマークデンマーク

ノルウェーノルウェー

イギリスイギリスイギリス

モロッコ
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地
ち

政
せい

学
がく

は、地
ち

理
り

観
かん

・地
ち

形
けい

・気
き

候
こう

・資
し

源
げん

など、
その地

ち

域
いき

の特
とく

性
せい

から、エネルギーを得
え

るためにどう
すればよいかを考

かんが

えるヒントになります。
エネルギーの中

なか

でも原
げん

油
ゆ

、石
せき

炭
たん

、天
てん

然
ねん

ガスは資
し

源
げん

と呼
よ

ばれ、どこにどの資
し

源
げん

がどれだけ埋
まい

蔵
ぞう

され
ているのかは、地

ち

理
り

的
てき

にすでに決
き

まっています。再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーである太
たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

や風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

は、気
き

候
こう

や地
ち

形
けい

に左
さ

右
ゆう

されますし、水
すい

力
りょく

発
はつ

電
でん

や地
じ

熱
ねつ

発
はつ

電
でん

は山
やま

や川
かわ

の地
ち

形
けい

が重
じゅう

要
よう

です。さらに、つくっ
たエネルギーは、国

くに

と国
くに

でやり取
と

りすることもありま
す。エネルギーの資

し

源
げん

がない国
くに

は、ある国
くに

から買
か

っ
て運

はこ

んでくることになります。売
う

る国
くに

も買
か

う国
くに

もお互
たが

いに得
とく

をします。
ロシアはウクライナへの侵

しん

攻
こう

をきっかけに、ヨー

ロッパにパイプラインで送っていた天
てん

然
ねん

ガスを止
と

め
ました。そのため、ヨーロッパの国

くに

は世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

から
天
てん

然
ねん

ガスを買
か

うことになり、世
せ

界
かい

の天
てん

然
ねん

ガスの値
ね

段
だん

が大
おお

きく上
あ

がりました。
日
にっ

本
ぽん

は、第
だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

や中
ちゅう

東
とう

での戦
せん

争
そう

のとき、
石
せき

油
ゆ

を得
え

るのに苦
く

労
ろう

しました。エネルギーを持
も

つ国
くに

が優
ゆう

位
い

なため、エネルギーを買
か

う国
くに

は、国
くに

どうしが

争
あらそ

っているときにはエネルギーを得
え

ることが難
むずか

しくな
ります。エネルギーを安

あん

定
てい

して得
え

るには、世
せ

界
かい

の
国
くに

々
ぐに

が何
なに

を考
かんが

えているのか、なぜそう考
かんが

えているの
かを知

し

る必
ひつ

要
よう

があります。そのためには、地
ち

政
せい

学
がく

を学
まな

ぶことが重
じゅう

要
よう

です。
次
じ

節
せつ

から、地
ち

政
せい

学
がく

で重
じゅう

要
よう

な言
こと

葉
ば

を説
せつ

明
めい

してゆき
ます。

ウクライナへのロシア侵
しん

攻
こう

のほかにも、古
ふる

くは
19世

せい

紀
き

に、フランスとドイツが石
せき

炭
たん

と鉄
てっ

鉱
こう

石
せき

を取
と

り
合
あ

う争
あらそ

いがありました。また、第
だい

一
いち

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

後
ご

には、中
ちゅう

東
とう

では、アラブの国
くに

々
ぐに

とイギリス、フランス、

アメリカの間
あいだ

で、石
せき

油
ゆ

の取
と

り合
あ

いで争
あらそ

ったという歴
れき

史
し

があります。このように、エネルギーを得
え

るために、
国
くに

と国
くに

の間
あいだ

で多
おお

くの争
あらそ

いがありました。

世
せ

界
かい

でエネルギーの
奪
うば

い合
あ

いが起
お

きているの？
地
ち

理
り

的
てき

な条
じょう

件
けん

で資
し

源
げん

のある国
くに

とない国
くに

がある

地
ち

政
せい

学
がく

からわかる世
せ

界
かい

のエネルギー

エネルギーを得
え

るために争
あらそ

ってきた

● 海
うみ

、山
やま

、平
へい

地
ち

● 砂
さ

漠
ばく

、火
か

山
ざん

● 化
か

石
せき

燃
ねん

料
りょう

● 金
きん

属
ぞく

資
し

源
げん

● 寒
かん

暖
だん

、雨
う

量
りょう

● 太
たい

陽
よう

光
こう

、風
かぜ

● 隣
りん

国
ごく

との関
かん

係
けい

● 大
たい

陸
りく

や島
しま

、海
かい

峡
きょう

地
ち

形
けい

資
し

源
げん

気
き

候
こう地

ち

理
り

観
かん

A国
こく

B国
こく

地
ち

政
せい

学
がく

ってなんだろう？
地
ち

政
せい

学
がく

とは、地
ち

理
り

的
てき

な条
じょう

件
けん

から国
こっ

家
か

の行
こう

動
どう

や、国
くに

と国
くに

の
関
かん

係
けい

を説
せつ

明
めい

する方
ほう

法
ほう

論
ろん

です。

地
ち

政
せい

学
がく

で国
くに

と国
くに

の
つながりを知

し

って、どうすれば、
きちんとエネルギーを
確
かく

保
ほ

できるか考
かんが

えよう

02

せん そう

ほか くに

の か
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エネルギーと地
ち

政
せい

学
がく

はどんな関
かん

係
けい

があるの？



シーパワーの国
くに

は、一
いっ

般
ぱん

的
てき

な傾
けい

向
こう

として積
せっ きょく てき

極的
に海

かい

外
がい

との貿
ぼう

易
えき

によって国
こく りょく

力を高
たか

め、自
じ

由
ゆう

な民
みん

主
しゅ

主
しゅ

義
ぎ

を目
め

ざす傾
けい こう

向があるといわれています。
対
たい しょう てき

照的に、ランドパワーの国
くに

は周
しゅう

囲
い

の国
くに ぐに

々との
領
りょう

土
ど

をめぐる争
あらそ

いによって、閉
へい

鎖
さ

的
てき

で独
どく

裁
さい

的
てき

な
体
たい せい

制をつくる傾
けい

向
こう

が強
つよ

いとされています。
ランドパワーかシーパワーかは、国

こっ

家
か

の地
ち

理
り

的
てき

な位
い

置
ち

関
かん

係
けい

によってその大
おお

枠
わく

が決
き

まります。もちろ
んドイツのような内

ない

陸
りく

寄
よ

りの国
くに

がシーパワー大
たい こく

国に
なれないわけではないのですが、隣

りん ごく

国との関
かん けい

係か
ら陸

りく

上
じょう

に脅
きょう

威
い

がある国
くに

は、必
ひつ

然
ぜん

的
てき

に軍
ぐん

事
じ

組
そ

織
しき

や国
こっ

家
か

のしくみを陸
りく

を重
じゅう

視
し

した国
くに

、つまりランドパワーに
なる傾

けい

向
こう

が高
たか

いのです。

その一
いっ

方
ぽう

で、フィリピンのように海
うみ

に面
めん

していても
陸
りく

上
じょう

に脅
きょう

威
い

がある場
ば

合
あい

は、どうしてもランドパワー
的
てき

な能
のう

力
りょく

を重
じゅう

視
し

する傾
けい

向
こう

が強
つよ

まります。つまり地
ち

理
り

的
てき

に恵
めぐ

まれていても、本
ほん

格
かく

的
てき

にシーパワーになるの
かどうかは、国

くに

の文
ぶん

化
か

や政
せい

府
ふ

の方
ほう

針
しん

などによっても

変
へん

化
か

します。これからもわかるように、シーパワー
かランドパワーかというのは、地

ち

理
り

的
てき

な面
めん

だけでは
なく、その国

くに

の政
せい

府
ふ

や国
こく

民
みん

の性
せい

格
かく

や文
ぶん

化
か

などにも
左
さ

右
ゆう

される側
そく

面
めん

があるのです。

ランドパワーかシーパワーかは、国
くに

の置
お

かれている位
い

置
ち

が大きく影
えい

響
きょう

しますが、必
かなら

ずしも、どちらかに決
き

まるものではありません。日
にっ

本
ぽん

も昔
むかし

は内
うち

向
む

きなランドパワー的
てき

な国
くに

でしたが、明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

以
い

降
こう

は海
かい

外
がい

に展
てん

開
かい

し
てシーパワーの国

くに

になったのです。

地
ち

政
せい

学
がく

では、人
じん

類
るい

の歴
れき

史
し

はシーパワーとランドパワーという２つ
の勢

せい

力
りょく

が争
あらそ

いつづけてきた歴
れき

史
し

という認
にん

識
しき

が土
ど

台
だい

にあります。

ランドパワーとシーパワーって
なんだろう？

世
せ

界
かい

の歴
れき

史
し

を動
うご

かしてきた大
たい

国
こく

たちの対
たい

立
りつ

ランドパワーとシーパワーの争
あらそ

い

なぜ国
くに

ごとにパワーが分
わ

かれるの？

ランドパワー シーパワー

ランドパワーとはユーラシア
大
たい

陸
りく

に位
い

置
ち

する大
たい

陸
りく

国
こっ

家
か

の
こと。ロシアやドイツ、そして
中
ちゅう

国
ごく

などが該
がい

当
とう

する

両
りょう

勢
せい

力
りょく

は、政
せい

治
じ

体
たい

制
せい

や文
ぶん

化
か

の違
ちが

い
から歴

れき

史
し

的
てき

にも何
なん

度
ど

も衝
しょう

突
とつ

してきた

シーパワーとは、ユーラシア
大
たい

陸
りく

の外
そと

側
がわ

に位
い

置
ち

して国
こっ

境
きょう

の多
おお

くを海
うみ

に囲
かこ

まれた海
かい

洋
よう

国
こっ

家
か

のこと。イギリスやアメリカ、
そして現

げん

在
ざい

の日
にっ

本
ぽん

が該
がい

当
とう

する

ロシア

中
ちゅう

国
ごく

ドイツ

フランス

日
にっ

本
ぽん

オーストラリア

アメリカ

イギリス

ユーラシア大
たい

陸
りく

の北
きた

半
はん

分
ぶん

を支
し

配
はい

する大
たい

陸
りく

国
こっ

家
か

海
うみ

に面
めん

した大
たい

陸
りく

国
こっ

家
か

で内
ない

陸
りく

で
は周

しゅう

辺
へん

民
みん

族
ぞく

との争
あらそ

いが脅
きょう

威
い

に

ヨーロッパ随
ずい

一
いち

の経
けい

済
ざい

力
りょく

を
持
も

った典
てん

型
けい

的
てき

な半
はん

島
とう

の大
たい

国
こく

かつてヨーロッパでの覇
は

権
けん

を
争
あらそ

う。地
ち

中
ちゅう

海
かい

を越
こ

えておもにア
フリカに植

しょく

民
みん

地
ち

を獲
かく

得
とく

した半
はん

島
とう

国
こっ

家
か

四
し

方
ほう

を海
うみ

に囲
かこ

まれた島
しま

国
ぐに

だが
過
か

去
こ

には内
うち

向
む

きな姿
し

勢
せい

をとっ
ていたこともあった

ユーラシア大
たい

陸
りく

から離
はな

れた大
たい

陸
りく

規
き

模
ぼ

の島
しま

国
ぐに

。海
かい

軍
ぐん

力
りょく

は弱
よわ

い

大
たい

陸
りく

だが、国
こっ

境
きょう

の多
おお

くが海
うみ

に
面
めん

していて、世
せ

界
かい

一
いち

の海
かい

軍
ぐん

力
りょく

を持
も

っている

典
てん

型
けい

的
てき

な島
しま

国
ぐに

で、かつては世
せ

界
かい

に植
しょく

民
みん

地
ち

を獲
かく

得
とく

ランドパワー シーパワー
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係
けい

があるの？



世
せ

界
かい

でエネルギーを使
つか

う量
りょう

は、1965年
ねん

から年
ねん

間
かん

の平
へい

均
きん

で 2.3％ずつ増
ぞう

加
か

してきました。10年
ねん

ご
とに30%以

い

上
じょう

、増
ふ

えたことになります。特
とく

に、最
さい

近
きん

になってアジア太
たい

平
へい

洋
よう

地
ち

域
いき

で大
おお

きく増
ぞう

加
か

してきま
した。その中

なか

でも中
ちゅう

国
ごく

の増
ふ

え方
かた

が目
め

立
だ

ちます。
エネルギーの中

なか

でも石
せき

油
ゆ

、天
てん

然
ねん

ガス、石
せき

炭
たん

など
の化

か

石
せき

燃
ねん

料
りょう

がおおよそ80%を占
し

めており、ほかに

水
すい

力
りょく

、再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギー、原
げん

子
し

力
りょく

が増
ふ

えてきま
した。昔

むかし

は、石
せき

油
ゆ

は自
じ

動
どう

車
しゃ

の燃
ねん

料
りょう

やランプに使
つか

わ
れていましたが、発

はつ

電
でん

、鉄
てつ

やプラスチックの製
せい

造
ぞう

、
飛
ひ

行
こう

機
き

や船
ふね

の燃
ねん

料
りょう

にも使
つか

われ、生
せい

産
さん

量
りょう

も増
ふ

えたの
です。アジアやアフリカの国

くに

では、今
こん

後
ご

、エネルギー
をもっと使

つか

うようになるでしょう。

石
せき

油
ゆ

、石
せき

炭
たん

、天
てん

然
ねん

ガスなどの化
か

石
せき

燃
ねん

料
りょう

を使
つか

うと
C
シーオーツー

O2を排
はい

出
しゅつ

し、その量
りょう

も着
ちゃく

実
じつ

に増
ふ

えてきて、地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

のおもな要
よう

因
いん

となっているのです。そこで、
化
か

石
せき

燃
ねん

料
りょう

を使
つか

う量
りょう

を減
へ

らし、水
すい

力
りょく

、太
たい

陽
よう

光
こう

や風
ふう

力
りょく

で発
はつ

電
でん

した再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーを増
ふ

やしていこうと
しています。原

げん

子
し

力
りょく

も重
じゅう

要
よう

です。とはいえ、まだま
だ化

か

石
せき

燃
ねん

料
りょう

は必
ひつ

要
よう

です。

日
にっ

本
ぽん

でも、スマホなどの使
し

用
よう

による情
じょう

報
ほう

通
つう

信
しん

だ
けではなく、A

エー

I
アイ

の使
し

用
よう

が盛
さか

んになり、電
でん

気
き

自
じ

動
どう

車
しゃ

（E
イー

V
ブイ

）が増
ぞう

加
か

することで、もっと、エネルギー、特
とく

に電
でん

気
き

を使
つか

う量
りょう

は増
ふ

えるでしょう。

世
せ

界
かい

中
じゅう

で使
つか

うエネルギーは
増
ふ

えているの？
化
か

石
せき

燃
ねん

料
りょう

をたくさん使
つか

ったためC
シー

O
オー

2
ツー

の排
はい

出
しゅつ

量
りょう

が増
ふ

えた

化
か

石
せき

燃
ねん

料
りょう

をたくさん使
つか

うようになった

C
シー

O
オー

2
ツー

の排
はい

出
しゅつ

量
りょう

が増
ふ

えた化
か

石
せき

燃
ねん

料
りょう

の中
なか

で、石
せき

油
ゆ

は、
昔
むかし

はランプに使
つか

っていたのが、
自
じ

動
どう

車
しゃ

に使
つか

うようになって急
きゅう

に
使
つか

う量
りょう

が増
ふ

えたんだ

化
か

石
せき

燃
ねん

料
りょう

の種
しゅ

類
るい

石
せき

油
ゆ

石
せき

炭
たん

天
てん

然
ねん

ガス

飛
ひ

行
こう

機
き

の燃
ねん

料
りょう

（ジェット燃
ねん

料
りょう

） 車
くるま

の燃
ねん

料
りょう

（ガソリン・軽
けい

油
ゆ

）

船
ふね

の燃
ねん

料
りょう

（重
じゅう

油
ゆ

）

プラスチックの原
げん

料
りょう

工
こう

場
じょう

の
燃
ねん

料
りょう

昔
むかし

は、石
せき

油
ゆ

を樽
たる

に
入
い

れて運
はこ

んでいた

石
せき

油
ゆ

は自
じ

動
どう

車
しゃ

や飛
ひ

行
こう

機
き

、船
ふね

の燃
ねん

料
りょう

だけではなく、プラス
チックをつくったり、さまざまなところで使

つか

われるようになった

バレルってなんだろう？
もとの意

い

味
み

は石
せき

油
ゆ

を運
はこ

んでいた樽
たる

のこと。石
せき

油
ゆ

の容
よう

積
せき

を表
あらわ

すのに使
つか

います。１バレルは、約
やく

159リットル。原
げん

油
ゆ

の値
ね

段
だん

は、１バレルあたり何
なん

ドル (U
ユー

S
エス

$
ドル

) の単
たん

位
い

で表
あらわ

すのが習
しゅう

慣
かん

になっています。

地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

とC
シー

O
オー

2
ツー

の関
かん

係
けい

は？
石
せき

油
ゆ

や天
てん

然
ねん

ガスを使
つか

ってC
シー

O
オー

2
ツー

を出
だ

すと大
たい

気
き

中
ちゅう

のC
シー

O
オー

2
ツー

が増
ふ

えます。そのた
め、太

たい

陽
よう

からの光
ひかり

を受
う

けて地
ち

球
きゅう

から放
ほう

射
しゃ

される赤
せき

外
がい

線
せん

を、地
ち

球
きゅう

の回
まわ

りで再
さい

放
ほう

射
しゃ

する量
りょう

が増
ふ

えます。その結
けっ

果
か

、宇
う

宙
ちゅう

に逃
に

げる分
ぶん

が減
へ

り、地
ち

球
きゅう

の温
おん

度
ど

が上
あ

が
るのです。
この効

こう

果
か

は、C
シー

O
オー

2
ツー

以
い

外
がい

のメタンなどのガスでも同
おな

じことがおきます。そのようなガスを温
おん

室
しつ

効
こう

果
か

ガス（G
ジー

H
エイチ

G
ジー

）と呼
よ

びます。
C
シー

O
オー

2
ツー

などのG
ジー

H
エイチ

G
ジー

を出
だ

す量
りょう

が増
ふ

え、地
ち

球
きゅう

の温
おん

度
ど

が上
あ

がりました。その結
けっ

果
か

、異
い

常
じょう

気
き

象
しょう

や自
し

然
ぜん

災
さい

害
がい

が増
ふ

えています。国
くに

同
どう

士
し

の争
あらそ

いの原
げん

因
いん

になるかもしれません。

石
せき

油
ゆ

や天
てん

然
ねん

ガス、
石
せき

炭
たん

などの化
か

石
せき

燃
ねん

料
りょう

を
使
つか

う量
りょう

が増
ふ

えて、
C
シーオーツー

O2をたくさん出
だ

した
結
けっ

果
か

、地
ち

球
きゅう

温
おん

暖
だん

化
か

に
なってしまったんだ

豊
ゆた

かな生
せい

活
かつ

をしようとすると、
エネルギーをたくさん使

つか

う
ようになるね

01 昔
むかし

現
げん
在
ざい
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世
せ

界
かい

でエネルギーは十
じゅう

分
ぶん

にあるの？



19世
せい

紀
き

にアメリカなどで原
げん

油
ゆ

が見
み

つかりました。
20世

せい

紀
き

になると、自
じ

動
どう

車
しゃ

が発
はっ

明
めい

され急
きゅう

速
そく

に大
たい

量
りょう

に
石
せき

油
ゆ

を使
つか

うようになりました。その後
あと

、中
ちゅう

東
とう

で大
だい

規
き

模
ぼ

な油
ゆ

田
でん

が見
み

つかり、列
れっ

強
きょう

たちが産
さん

業
ぎょう

を動
うご

かすの
に必

ひつ

要
よう

な戦
せん

略
りゃく

物
ぶっ

資
し

として政
せい

治
じ

的
てき

に争
あらそ

いの対
たい

象
しょう

にな
りました。第

だい

二
に

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

後
ご

には、世
せ

界
かい

が石
せき

油
ゆ

の
時
じ

代
だい

になりました。

原
げん

油
ゆ

は、そのままでは使
つか

えません。日
にっ

本
ぽん

の場
ば

合
あい

、海
うみ

に面
めん

したいくつもの製
せい

油
ゆ

所
じょ

で、自
じ

動
どう

車
しゃ

の燃
ねん

料
りょう

であるガソリンや化
か

学
がく

工
こう

業
ぎょう

で使
つか

うナフサ、飛
ひ

行
こう

機
き

の燃
ねん

料
りょう

であるジェット燃
ねん

料
りょう

、船
ふね

の燃
ねん

料
りょう

である重
じゅう

油
ゆ

な
どに分

わ

けます。石
せき

油
ゆ

はプラスチックなどの化
か

学
がく

製
せい

品
ひん

をつくるのにも使
つか

われます。

石
せき

油
ゆ

はなにに使
つか

うの？ これから使
つか

うエネルギーは
どうなるの？

燃
ねん

料
りょう

だけではなくプラスチックの原
げん

料
りょう

にもなる 再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーを使
つか

うようになる

日
にっ

本
ぽん

での石
せき

油
ゆ

・石
せき

炭
たん

・天
てん

然
ねん

ガスの使
つか

われ方
かた

C
シーオーツー

O2を出
だ

す量
りょう

が少
すく

ないエネルギー

C
シーオーツー

O2を減
へ

らすために、石
せき

油
ゆ

、石
せき

炭
たん

、天
てん

然
ねん

ガスを
使
つか

う量
りょう

を減
へ

らして、再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギー（再
さい

エネ）
や回

かい

収
しゅう

したC
シーオーツー

O2などを使
つか

ってつくった化
か

学
がく

品
ひん

や燃
ねん

料
りょう

を使
つか

うようになります。今
いま

は、石
せき

油
ゆ

からさまざまなも
のをつくっていますが、将

しょう

来
らい

、同
おな

じような化
か

学
がく

品
ひん

を

つくれるように研
けん

究
きゅう

開
かい

発
はつ

が行
おこな

われています。
アジアやアフリカでは、まだまだ経

けい

済
ざい

が成
せい

長
ちょう

する
ので、燃

ねん

料
りょう

や化
か

学
がく

品
ひん

を使
つか

う量
りょう

が増
ふ

えるでしょう。そ
こで、C

シーオーツー

O2フリー燃
ねん

料
りょう

を増
ふ

やすことが必
ひつ

要
よう

でしょう。

●CO2フリー燃料（5章5節参照）

S
サ フ

AFってなんだろう？
飛
ひ

行
こう

機
き

を飛
と

ばすには原
げん

油
ゆ

からつくったジェット燃
ねん

料
りょう

を使
つか

いますが、安
あん

全
ぜん

に飛
と

ばすために、高
たか

い品
ひん

質
しつ

が求
もと

められています。長
ちょう

距
きょ

離
り

を飛
と

ばすには液
えき

体
たい

の燃
ねん

料
りょう

が必
ひつ

要
よう

です。原
げん

油
ゆ

からつくった燃
ねん

料
りょう

に比
くら

べて、大
おお

幅
はば

にC
シーオーツー

O2を出
だ

す量
りょう

を減
へ

らせ
る飛

ひ

行
こう

機
き

用
よう

の燃
ねん

料
りょう

が S
サ フ

AF（日
に

本
ほん

語
ご

では、持
じ

続
ぞく

可
か

能
のう

な航
こう

空
くう

燃
ねん

料
りょう

）です。植
しょく

物
ぶつ

や廃
はい

棄
き

物
ぶつ

をもとにつくる油
あぶら

や、水
すい

素
そ

やC
シーオーツー

O2をもとにつくるC
シーオーツー

O2フリー燃
ねん

料
りょう

が
あります。現

げん

在
ざい

では、使
つか

っているジェット燃
ねん

料
りょう

に混
ま

ぜて使
つか

いはじめています。

石
せき

油
ゆ

石
せき

炭
たん

天
てん

然
ねん

ガス

石
せき

油
ゆ

は、燃
も

やすだけではなく、
プラスチックなどをつくるのに使

つか

うので、
すぐに、すべてを再

さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギー
に替

か

えるわけにはいかないね

工
こう

場
じょう

や家
か

庭
てい

の

熱
ねつ

源
げん

用
よう

40％くらい
自
じ

動
どう

車
しゃ

、航
こう

空
くう

機
き

、船
ふね

などの輸
ゆ

送
そう

用
よう

燃
ねん

料
りょう

40％くらい
化
か

学
がく

繊
せん

維
い

、

プラスチック

などの化
か

学
がく

製
せい

品
ひん

20％くらい

発
はつ

電
でん

用
よう

55％くらい
製
せい

鉄
てつ

用
じょ

33％くらい
その他

た

工
こう

業
ぎょう

用
よう

12％くらい

発
はつ

電
でん

用
よう

60％くらい
都
と

市
し

ガス用
よう

33％くらい
その他

た

工
こう

業
ぎょう

用
よう

7％くらい

製
せい

油
ゆ

所
じょ

で原
げん

油
ゆ

をガソリン、化
か

学
がく

用
よう

の原
げん

料
りょう

、
飛
ひ

行
こう

機
き

の燃
ねん

料
りょう

、船
ふね

の燃
ねん

料
りょう

などに分
わ

ける。こ
のことを石

せき

油
ゆ

精
せい

製
せい

という。分
わ

けた石
せき

油
ゆ

製
せい

品
ひん

をむだがないように使
つか

う

飛
ひ

行
こう

機
き

にはS
サ フ

AFというC
シーオーツー

O2を
出
だ

す量
りょう

が少
すく

ない液
えき

体
たい

燃
ねん

料
りょう

を
使
つか

う。水
すい

素
そ

を使
つか

うかもしれない

電
でん

気
き

自
じ

動
どう

車
しゃ

（E
イー

V
ブイ

）や水
すい

素
そ

で動
うご

く燃
ねん

料
りょう

電
でん

池
ち

自
じ

動
どう

車
しゃ

（F
エフ

C
シー

V
ブイ

）になる。水
すい

素
そ

とC
シーオーツー

O2からつくったC
シーオーツー

O2フリー燃
ねん

料
りょう

をガソリンのように使
つか

うかもしれない

再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネル
ギー（再

さい

エネ）の電
でん

気
き

や、再
さい

エネでつ
くった水

すい

素
そ

を使
つか

う

水
すい

素
そ

と回
かい

収
しゅう

したC
シーオーツー

O2
からつくったメタノール
を原

げん

料
りょう

としていろいろ
な化

か

学
がく

品
ひん

をつくる

船
ふね

には、アンモニア、
LNGやメタノールなど
のC

シーオーツー

O2を出
だ

す量
りょう

が少
すく

ない燃
ねん

料
りょう

を使
つか

う

07 08
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エネルギーはどうやってつくられて使
つか

われるの？



日
にっ

本
ぽん

は世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

から化
か

石
せき

燃
ねん

料
りょう

を輸
ゆ

入
にゅう

しています。
原
げん

油
ゆ

は中
ちゅう

東
とう

の国
くに

々
ぐに

、L
エル

N
エヌ

G
ジー

はオーストラリアやマレー
シア、石

せき

炭
たん

はオーストラリアやインドネシアです。
いずれの化

か

石
せき

燃
ねん

料
りょう

も、使
つか

う量
りょう

のほとんど全
ぜん

量
りょう

を海
かい

外
がい

から輸
ゆ

入
にゅう

しているのです。これら輸
ゆ

入
にゅう

先
さき

とは仲
なか

良
よ

く
して行

い

くのはもちろん、資
し

金
きん

を出
だ

して資
し

源
げん

を開
かい

発
はつ

する
ことも必

ひつ

要
よう

です。また、それらの国
くに

から日
にっ

本
ぽん

へは、
安
あん

全
ぜん

に船
ふね

で運
はこ

べるようにしなければなりません。

これからは、再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギー（再
さい

エネ）か
らつくった水

すい

素
そ

やアンモニア、水
すい

素
そ

とC
シーオーツー

O2からつくっ
たメタンやメタノールなども世

せ

界
かい

から輸
ゆ

入
にゅう

することに
なるでしょう。日

にっ

本
ぽん

と同
おな

じように資
し

源
げん

がない韓
かん

国
こく

や
台
たい

湾
わん

などと共
きょう

同
どう

で輸
ゆ

入
にゅう

するのもいいですね。
そうなると、再

さい

エネを安
あん

価
か

につくれて、日
にっ

本
ぽん

にとっ

て信
しん

頼
らい

できる国
くに

、たとえばオーストラリアやアメリカ
が注

ちゅう

目
もく

されます。
また、安

あん

定
てい

してエネルギーを確
かく

保
ほ

するには、でき
るだけ、さまざまな国

くに

、たとえば南
みなみ

アメリカやアフリ
カの国

くに

からも輸
ゆ

入
にゅう

することも考
かんが

えましょう。

日
にっ

本
ぽん

のエネルギーは
どこから運

はこ

んでくるの？
世
せ

界
かい

各
かく

地
ち

からさまざまなエネルギーを運
はこ

んでくる

日
にっ

本
ぽん

の化
か

石
せき

燃
ねん

料
りょう

のおもな輸
ゆ

入
にゅう

先
さき

●エネルギー自給率（1章4節参照）／●水素・アンモニア（2章10節参照）／●CO2からつくったメタンやメタノール（5章5節参照）／
●オーストラリア（4章4節参照）／●アメリカ（4章1節参照）

S
エス

+3
スリーイー

Eってなんだろう？
日
にっ

本
ぽん

のエネルギー政
せい

策
さく

の基
き

本
ほん

。安
あん

全
ぜん

性
せい

（S
エス

）を大
だい

前
ぜん

提
てい

として、
自
じ

給
きゅう

率
りつ

（E
イー

）、経
けい

済
ざい

効
こう

率
りつ

性
せい

（E
イー

）、
環
かん

境
きょう

適
てき

合
ごう

（E
イー

）の英
えい

語
ご

の頭
かしら

文
も

字
じ

を組
く

み合
あ

わせた言
こと

葉
ば

。特
とく

に、
日
にっ

本
ぽん

の国
こく

内
ない

で得
え

られるエネルギー
の割

わり

合
あい

であるエネルギー自
じ

給
きゅう

率
りつ

は13%（2022年
ねん

度
ど

）しかない
ので、海

かい

外
がい

から87%分
ぶん

を安
あん

全
ぜん

に輸
ゆ

入
にゅう

することが当
とう

面
めん

の課
か

題
だい

です。

日
にっ

本
ぽん

がエネルギーを輸
ゆ

入
にゅう

するために
心
こころ

がけてきたこと
海
かい

外
がい

からエネルギーを安
あん

全
ぜん

に、そして、確
かく

実
じつ

に輸
ゆ

入
にゅう

するために、次
つぎ

のことを心
こころ

がけてきました。
●さまざまな国

くに

から輸
ゆ

入
にゅう

する
●さまざまなエネルギーを輸

ゆ

入
にゅう

する（エネルギーミックス）
●日

にっ

本
ぽん

にエネルギーを蓄
たくわ

えておき、足
た

りないときに使
つか

う
  （石

せき

油
ゆ

備
び

蓄
ちく

など）

原原
げんげん

油油
ゆゆ

❶❶ サウジアラビア
❷❷ UU

ユーエーイーユーエーイー

AEAE
❸❸ クウェート クウェート
❹❹ カタール カタール

LNG
❶❶ オーストラリア
❷❷ マレーシア マレーシア
❸❸ ロシア ロシア
❹❹ アメリカ アメリカ

これからは、
安
あん

定
てい

してエネルギーを確
かく

保
ほ

するには、
信
しん

頼
らい

できるさまざまな国
くに

から
輸
ゆ

入
にゅう

した方
ほう

がいいね

保
ほ

するには、
できるさまざまな国

くに

から
がいいね輸

化
か

石
せき

燃
ねん

料
りょう

は、
中
ちゅう

東
とう

と
オーストラリアが
頼
たよ

りになるね

ロシアからはL
エルエヌジー

NG

ロシア

再
さい

エネが豊
ゆた

かなア
フリカからは、今

こん

後
ご

の輸
ゆ

入
にゅう

に期
き

待
たい

アフリカ

アジアの国
くに

からはL
エルエヌジー

NGやバイオマス

アジア

ヨーロッパでは天
てん

然
ねん

ガスや石
せき

炭
たん

が採
と

れるけど、日
にっ

本
ぽん

に輸
ゆ

出
しゅつ

する量
りょう

はない

ヨーロッパ

中
ちゅう

東
とう

からは原
げん

油
ゆ

とL
エルエヌジー

NG

中
ちゅう

東
と う

アメリカからはL
エルエヌジー

NGやL
エルピージー

PG、カナダからは石
せき

炭
たん

北
き た

アメリカ

南
みなみ

アメリカには、今
こん

後
ご

、再
さい

エネでの
協
きょう

力
りょく

を期
き

待
たい

したい

南
みなみ

アメリカ

注）化石燃料の輸入先順位は
2022年の実績による

注）ロシアからの輸入は大きく
変わる可能性がある

再再
さいさい

エネやそれからつくった
燃燃
ねんねん

料料
りょうりょう

オーストラリア、オーストラリア、南南
なんな ん

北北
ぼくぼ く

アメリカ、アフリカ
などになどに協協

きょうきょう

力力
りょくりょく

をを期期
きき

待待
たいた い

するする
注）将来の期待されるラインを示す

石石
せきせき

炭炭
たんたん

❶❶ オーストラリア
❷❷ インドネシア インドネシア
❸❸ ロシア ロシア
❹❹ カナダ カナダ

エネやそれからつくったエネやそれからつくった

01

オーストラリアからは石
せき

炭
たん

とL
エルエヌジー

NG

オーストラリア

LL
エルエヌジーエルエヌジー

NGNG

再再
さいさい

エネエネ燃燃
ねんねん

料料
りょうりょう

石石
せきせき

炭炭
たんたん

原原
げ んげ ん

油油
ゆゆ

石石
せきせき

炭炭
たんたんLL

エルエヌジーエルエヌジー

NGNG

62 63

エネルギーはどこから運
はこ

んでくるの？



再再
さいさい

生生
せいせい

可可
かか

能能
のうのう

エネルギーがエネルギーが
豊豊
ほうほう

富富
ふふ

なな国国
くにくに

はどこだろう？はどこだろう？
再再
さいさい

生生
せいせい

可可
かか

能能
のうのう

エネルギーのエネルギーの種種
しゅしゅ

類類
るいるい

によってによって豊豊
ほうほう

富富
ふふ

なな国国
くにくに

がが違違
ちがちが

うう

ここでは、太
たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

と風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

に注
ちゅう

目
もく

してみ
ましょう。
太
たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

で１年
ねん

間
かん

に発
はつ

電
でん

する量
りょう

は、年
ねん

間
かん

の太
たい

陽
よう

が出
で

ている時
じ

間
かん

が長
なが

く、太
たい

陽
よう

の光
ひかり

が強
つよ

いと多
おお

く
なります。赤

せき

道
どう

から少
すこ

し離
はな

れていて、広
こう

大
だい

な土
と

地
ち

が
あるオーストラリア、中

ちゅう

東
とう

、アフリカの砂
さ

漠
ばく

地
ち

帯
たい

、
アメリカの西

にし

海
かい

岸
がん

などが適
てき

しています。緯
い

度
ど

が高
たか

い

寒
かん

冷
れい

地
ち

や雨
あめ

が多
おお

い赤
せき

道
どう

の周
しゅう

辺
へん

は適
てき

していません。
日
にっ

本
ぽん

でもやっていますが、中
ちゅう

東
とう

などの砂
さ

漠
ばく

地
ち

帯
たい

に
比
くら

べると発
はつ

電
でん

のコストが上
あ

がります。
太
たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

では、どうしても夜
よる

は発
はつ

電
でん

できない
ので、発

はつ

電
でん

した電
でん

気
き

を貯
た

める設
せつ

備
び

、たとえば蓄
ちく

電
でん

池
ち

も合
あ

わせて設
もう

ける必
ひつ

要
よう

があります。

一
いっ

方
ぽう

、風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

は、季
き

節
せつ

によらず、一
いち

日
にち

を通
とお

し
て安

あん

定
てい

して強
つよ

い風
かぜ

が吹
ふ

いているところが適
てき

していま
す。世

せ

界
かい

では、南
みなみ

アメリカ大
たい

陸
りく

の南
なん

端
たん

、アメリカの
中
ちゅう

西
せい

部
ぶ

、中
ちゅう

国
ごく

内
ない

陸
りく

部
ぶ

、北
ほっ

海
かい

周
しゅう

辺
へん

などが適
てき

している
地
ち

域
いき

です。最
さい

近
きん

では、風
かぜ

が吹
ふ

くのに邪
じゃ

魔
ま

にならな
い海

うみ

での発
はつ

電
でん

、いわゆる洋
よう

上
じょう

風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

が注
ちゅう

目
もく

され、
日
にっ

本
ぽん

でも北
ほっ

海
かい

道
どう

や東
とう

北
ほく

地
ち

方
ほう

で増
ふ

やしています。

このように、再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギー（再
さい

エネ）でも、
豊
ほう

富
ふ

な地
ち

域
いき

とそうではないところがあるのです。こ
れからは、カーボンニュートラルをめざして、日

にっ

本
ぽん

より安
あん

価
か

に再
さい

エネを得
え

ることができる国
くに

から、再
さい

エ
ネでつくった水

すい

素
そ

やアンモニアなどを輸
ゆ

入
にゅう

すること
になるでしょう。 

●バイオマス（２章１節参照）

地
ち

球
きゅう

内
ない

部
ぶ

の高
こう

熱
ねつ

を利
り

用
よう

する地
じ

熱
ねつ

発
はつ

電
でん

は、火
か

山
ざん

のある国
くに

に向
む

いている。発
はつ

電
でん

量
りょう

が多
おお

いのは、アメリカ、インドネシ
ア、フィリピン、トルコなど。日

にっ

本
ぽん

は地
ち

熱
ねつ

の資
し

源
げん

は多
おお

いが、発
はつ

電
でん

量
りょう

は少
すく

ない

地
じ

熱
ね つ

発
は つ

電
で ん

風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

が多
おお

い国
くに

は、中
ちゅう

国
ごく

、
アメリカ、ドイツ、インド、スペイ
ン。偏

へん

西
せい

風
ふう

などで風
かぜ

がつねに
吹
ふ

いている、地
ち

図
ず

に示
しめ

した地
ち

域
いき

では安
やす

く発
はつ

電
でん

ができる

風
ふ う

力
りょく

発
は つ

電
で ん

太
たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

が多
おお

い国
くに

は、中
ちゅう

国
ごく

、アメリカ、日
にっ

本
ぽん

、インド、ドイツ。一
いっ

方
ぽう

、安
やす

く発
はつ

電
でん

ができるの
は太

たい

陽
よう

光
こう

が強
つよ

く、雨
あめ

があまり降
ふ

らず、広
ひろ

い土
と

地
ち

がある中
ちゅう

東
とう

やオーストラリア

太
た い

陽
よ う

光
こ う

発
は つ

電
で ん

バイオマスには、世
せ

界
かい

中
じゅう

にさまざまなものがある。燃
も

や
すのに適

てき

する材
ざい

木
もく

や、油
あぶら

をつくるのに適
てき

する農
のう

作
さく

物
ぶつ

のカス、稲
むぎ

わら、生
なま

ごみ、ふん尿
にょう

などがあり、国
くに

や地
ち

域
いき

により大
おお

きく異
こと

なる。これらのバイオマスを燃
ねん

料
りょう

にして
発
はつ

電
でん

するので、C
シーオーツー

O2を排
はい

出
しゅつ

したことにならないのが、バ
イオマス発

はつ

電
でん

バイオマス発
は つ

電
で ん

日
にっ

本
ぽん

は、太
たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

や風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

を増
ふ

や
している。しかし、海

かい

外
がい

の再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネ
ルギーが豊

ほう

富
ふ

な国
くに

より値
ね

段
だん

が高
たか

いこと
が多

おお

い。また、国
こく

内
ない

だけでは十
じゅう

分
ぶん

にエネ
ルギーを得

え

られないので、かなりの量
りょう

を
海
かい

外
がい

から輸
ゆ

入
にゅう

することになる

南
なん

北
ぼく

に少
すこ

し離
はな

れたエリアには
砂
さ

漠
ばく

などがあり、
太
たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

に向
む

いているんだよ

赤
せき

道
どう

のまわりは
雨
あめ

が多
おお

いんだ

赤
せき

道
どう

のまわりが
一
いち

番
ばん

、太
たい

陽
よう

が
あたるんじゃないの？
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●偏西風（4章13節参照）

風
ふ う

力
りょく

発
は つ

電
で ん

太
た い

陽
よ う

光
こ う

発
は つ

電
でん

地
じ

熱
ね つ

発
は つ

電
で ん

風
ふ う

太
た い

地

赤赤
せ きせ き

道道
ど うど う
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エネルギーはどこから運
はこ

んでくるの？



エネルギーを安
あん

全
ぜん

に使
つか

いつづけるためにはどうすればいいの？

カーボンニュートラルを実
じつ

現
げん

するにはどうしたらいいの？
再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネルギーを使
つか

うだけではない

C
シー

C
シー

S
エス

やD
ダ ッ ク

ACってなんだろう？

カーボンニュートラルの実
じつ

現
げん

には、大
たい

気
き

に出
で

る
C
シーオーツー

O2を減
へ

らすとともに、大
たい

気
き

中
ちゅう

からC
シーオーツー

O2を回
かい

収
しゅう

しま
す。大

たい

気
き

に出
で

るC
シーオーツー

O2を減
へ

らすには、再
さい

生
せい

可
か

能
のう

エネ
ルギー（再

さい

エネ）や原
げん

子
し

力
りょく

を使
つか

います。世
せ

界
かい

で太
たい

陽
よう

光
こう

発
はつ

電
でん

や風
ふう

力
りょく

発
はつ

電
でん

を、今
こん

後
ご

、今
いま

の何
なん

倍
ばい

にもする
必
ひつ

要
よう

があります。
また、工

こう

場
じょう

から出
で

るC
シーオーツー

O2を回
かい

収
しゅう

して地
ち

下
か

に埋
う

め
るC

シー

C
シー

S
エス

も重
じゅう

要
よう

な技
ぎ

術
じゅつ

です。日
にっ

本
ぽん

には適
てき

当
とう

な場
ば

所
しょ

があまりないので、海
かい

外
がい

で埋
う

めることも考
かんが

えています。
大
たい

気
き

中
ちゅう

のC
シーオーツー

O2を直
ちょく

接
せつ

回
かい

収
しゅう

するD
ダ ッ ク

ACという技
ぎ

術
じゅつ

があります。大
たい

気
き

中
ちゅう

のC
シーオーツー

O2は薄
うす

いので、回
かい

収
しゅう

には
お金

かね

がかかり過
す

ぎますが、将
しょう

来
らい

、技
ぎ

術
じゅつ

が進
しん

歩
ぽ

して
広
ひろ

く使
つか

われるようになるでしょう。ほかにも、海
うみ

で
のC

シーオーツー

O2吸
きゅう

収
しゅう

を増
ふ

やしたり、土
つち

の中
なか

の炭
たん

素
そ

を増
ふ

やし
たりする方

ほう

法
ほう

が検
けん

討
とう

されています。

カーボンプライシングってなんだろう？

C
シーオーツー

O2を減
へ

らすにはお金
かね

がかかります。C
シーオーツー

O2を出
だ

す会
かい

社
しゃ

や組
そ

織
しき

からは、出
だ

す量
りょう

に応
おう

じてお金
かね

を集
あつ

め
る炭

たん

素
そ

税
ぜい

があります。また、C
シーオーツー

O2を減
へ

らす事
じ

業
ぎょう

のた
めに国

くに

が国
こく

債
さい

を発
はっ

行
こう

しています。C
シーオーツー

O2を減
へ

らした権
けん

利
り

を売
う

り買
か

いする仕
し

組
く

み、排
はい

出
しゅつ

権
けん

取
とり

引
ひき

制
せい

度
ど

もあり
ます。多

おお

く出
だ

す国
くに

から製
せい

品
ひん

を輸
ゆ

入
にゅう

するときには、輸
ゆ

入
にゅう

のときに関
かん

税
ぜい

をとる方
ほう

法
ほう

、炭
たん

素
そ

国
こっ

境
きょう

調
ちょう

整
せい

措
そ

置
ち

（C
シ ー バ ム

BAM）、もあります。そのお金
かね

で、C
シーオーツー

O2を減
へ

ら
す技

ぎ

術
じゅつ

を普
ふ

及
きゅう

するのです。
このようにC

シーオーツー

O2に値
ね

段
だん

を付
つ

けて、出
で

るC
シーオーツー

O2の量
りょう

を減
へ

らそうという仕
し

組
く

みを、カーボンプライシングと
いい、具

ぐ

体
たい

的
てき

に進
すす

み始
はじ

めています。

大
たい

気
き

からC
シー

O
オー

2
ツー

を回
かい

収
しゅう

する
直
ちょく

接
せつ

空
くう

気
き

回
かい

収
しゅう

技
ぎ

術
じゅつ

（ D
ダ ッ ク

A C：D
ダ イ レ ク ト

i r e c t A
エ ア

i r
C
キ ャ プ チ ャ ー

apture）

D
ダ ッ ク

AC技術

ネガティブエミッション技
ぎ

術
じゅつ

化
か

石
せき

燃
ねん

料
りょう

を使
つか

う量
りょう

を減
へ

らしても、C
シー

O
オー

2
ツー

のバラン
スをとれないので、C

シー

O
オー

2
ツー

を出
だ

すよりC
シー

O
オー

2
ツー

を回
かい

収
しゅう

する量
りょう

が多
おお

いネガティブエミッションという技
ぎ

術
じゅつ

を使
つか

う。大
たい

気
き

中
ちゅう

のC
シー

O
オー

2
ツー

を直
ちょく

接
せつ

回
かい

収
しゅう

するD
ダ ッ ク

ACと
C
シー

C
シー

S
エス

を組
く

み合
あ

わせるのもその1つの方
ほう

法
ほう

。ま
た、海

うみ

の海
かい

藻
そう

類
るい

でC
シー

O
オー

2
ツー

を吸
きゅう

収
しゅう

するブルーカー
ボンという取

と

り組
く

みもある

炭
たん

素
そ

税
ぜい

政
せい

府
ふ

が、出
で

たC
シー

O
オー

2
ツー

に値
ね

段
だん

をつけて、出
だ

した者
もの

から税
ぜい

金
きん

を徴
ちょう

収
しゅう

する

炭
たん

素
そ

国
こっ

境
きょう

調
ちょう

整
せい

措
そ

置
ち

（C
シ ー バ ム

BAM）
C
シー

O
オー

2
ツー

を多
おお

く出
だ

して製
せい

品
ひん

をつくっている国
くに

から
輸
ゆ

入
にゅう

するものについて、C
シー

O
オー

2
ツー

を出
だ

している
量
りょう

に応
おう

じて税
ぜい

金
きん

などをかける。E
イー

U
ユー

が世
せ

界
かい

に
先
さき

駆
が

けて始
はじ

めようとしている

カーボンクレジット
きちんと管

かん

理
り

した森
しん

林
りん

で吸
きゅう

収
しゅう

した
C
シー

O
オー

2
ツー

や、省
しょう

エネや再
さい

エネを使
つか

って減
へ

らしたC
シー

O
オー

2
ツー

の量
りょう

を、減
へ

らす目
もく

標
ひょう

を達
たっ

成
せい

するために買
か

い取
と

る制
せい

度
ど

。国
こく

際
さい

的
てき

にも使
つか

える方
ほう

法
ほう

排
はい

出
しゅつ

権
けん

取
とり

引
ひき

制
せい

度
ど

はじめに決
き

めた目
もく

標
ひょう

値
ち

と実
じっ

際
さい

に出
だ

し
た量

りょう

の差
さ

を、出
だ

したところどうしで取
と

り引
ひ

きする

G
ジー

X
エックス

ってなんだろう？
グリーントランスフォーメーション（Green 
Transformation）の略

りゃく

称
しょう

です。おもに、日
に

本
ほん

政
せい

府
ふ

が進
すす

めているC
シー

O
オー

2
ツー

を減
へ

らす取
と

り組
く

みを指
さ

しています。

会
かい

社
しゃ

が出
だ

すC
シー

O
オー

2
ツー

に価
か

格
かく

を付
つ

けて、できるだけC
シー

O
オー

2
ツー

を出
だ

さないようにするしくみです。
C
シー

O
オー

2
ツー

を出
だ

す量
りょう

に応
おう

じて税
ぜい

金
きん

をかけたり、C
シー

O
オー

2
ツー

を減
へ

らした量
りょう

を取
と

り引
ひ

きするなど、さまざまな方
ほう

法
ほう

があります。
E
イー

U
ユー

では何
なん

年
ねん

も前
まえ

からC
シー

O
オー

2
ツー

の取
と

り引
ひ

きをしています。日
にっ

本
ぽん

でも始
はじ

まりました。

02

C
シー

C
シー

S
エス

技
ぎ

術
じゅつ

化
か

石
せき

燃
ねん

料
りょう

をまったく使
つか

わないようにするの
は、実

じっ

際
さい

には難
むずか

しい。燃
も

やして出
で

るC
シー

O
オー

2
ツー

を回
かい

収
しゅう

して地
ち

下
か

に埋
う

めて大
たい

気
き

中
ちゅう

に出
で

ないように
する技

ぎ

術
じゅつ

をC
シー

C
シー

S
エス

という
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